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第48回全国植樹祭(京都みどりの祭典)大会テーマ

緑でうめたい　地球の未来

一
・
　
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
行
事
で

「
木
の
種
類
当
て
ク
イ
ズ
」
を
通
し
て
緑

化
の
啓
発
（
７
月
2
8
日
、
中
の
島
で
）
。

池本正夫宇治市長

　
Ｊ
ｒ
成
三
年
玩
月
、
社
団
法
人
国
Ｌ
緑

化
推
進
機
構
と
京
都
府
の
Ｌ
催
で
開
催

さ
れ
ま
す
「
第
四
Ｌ
Ｉ
回
令
国
植
樹
祭

（
京
都
み
ど
り
の
祭
典
）
」
は
、
緑
と
人

間
の
共
生
と
い
う
、
地
球
的
な
視
点
に

び
　
　
ち
、
大
会
テ
ー
マ
を
『
緑
で
う
め
た

い
　
地
球
の
末
来
』
と
し
、
本
巾
広
野

町
八
軒
屋
谷
の
「
（
仮
称
）
植
樹
祭
の
森
」

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
植
樹
祭
肖
日
は
、
全
国
各
地

か
ら
、
一
万
数
１
入
も
の
参
加
折
の
皆

さ
ん
が
本
I
ｔ
.
を
訪
れ
ま
す
。

。
４
月
2
9
日
「
9
0
宇
治
　
花
と
緑
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
、
市
民
に
緑
の

大
切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
会
場
市
と
な
る
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
嘔
成
三
年
と
い
う
年
が
、
記
念
す

べ
き
改
制
施
行
四
ト
周
年
の
節
目
の
年

に
当
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
令
国
植

樹
祭
を
、
巾
民
の
皆
さ
ん
の
緑
化
意
識

の
高
揚
は
も
と
よ
り
、
全
国
に
宇
治
巾

を
紹
介
す
る
ま
た
と
無
い
機
会
と
号
え

て
い
ま
す
．

　
巾
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
あ
の
京
都
旧

体
で
培
わ
れ
ま
し
た
連
帯
意
識
を
礎
と

し
、
宇
治
巾
に
ふ
さ
わ
し
い
植
樹
祭
と

す
る
た
め
の
．
大
市
民
運
動
を
展
開
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
開
催
を

契
機
と
し
て
、
輝
か
し
い
二
十
一
世
紀

の
宇
治
巾
を
展
望
し
つ
つ
「
緑
ａ
か
な
．

住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
人
間
都

心
．
宇
治
」
の
実
呪
に
向
け
て
、
多
大

な
る
ご
支
援
．
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
．

1149

大
市
民
運
動
を
展
開
し
　
宇
治
市
に
ふ
さ
わ
し
い
植
樹
祭
に
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身近な生活のヒトコマ1ﾆ題材を求

め、女性問題を考えるコーナー

£
の
く
せ
に
／
■
５
(
だ
か
ら
’

女
の
子
は
つ
く
ら
れ
る
　

こ
ん
な
．
．
．
‥
葉
の
繰
り
返
し
が
、

久
の
ｆ
を
「
な
ら
し
く
」
作
り

あ
げ
て
い
く
Ｉ
１

　
‐
本
で
は
「
ｍ
ｗ
の
子
は
男
ら

し
く
」
「
女
の
’
Ｐ
は
女
ら
し
く
」

育
て
た
い
と
苓
え
る
人
が
、
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
々
と
比
べ
て
多
い
こ
と
が
、

ダ
　

。
　
田
際
的
な
調
査
で
明
ら
か
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

ｓ
女
の
意
識
や
行
動
は
、
育

　
　
こ
こ
ら
５
　
こ
に
宍
　
　
　

て
ら
れ
方
や
社
会
的
環
境
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
‘
　
　
　
つ
て
、
人
き
な
影
７
を
受
け
る

　
ｆ
成
こ
年
度
の
交
通
災
Ｉ
・
火

災
共
済
の
　
　
斉
ｃ
約
加
人
巾
し
込

み
を
。
九
Ｕ
．
‐
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
会
費
を
出
し
〈
‥
い
、
り

災
時
に
応
急
の
資
金
と
し
て
兄
舞

金
を
給
付
し
、
市
民
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
‐
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
背
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

▽
共
済
期
間
・
：
平
成
２
年
１
２
月
Ｉ

　
Ｈ
～
３
年
１
１
Ｕ
３
０
日

▽
共
済
企
費
・
・
・
交
通
災
害
共
済
＝

　
―
人
５
０
０
円
、
火
災
共
済
＝

　
１
‐
５
０
０
円
Ｔ
世
帯
２
ロ

　
ま
で
）

▽
申
し
込
み
・
・
・
次
の
い
ず
れ
か
の

　
方
法
で

　
○
町
内
会
・
自
泊
会
を
通
じ
て

　
　
　
（
町
内
・
自
治
会
長
さ
ん
の

　
　
ご
協
力
を
得
て
、
９
月
１
日

▲元気に遊ぶ子どもたち一交通事故は、

いつ、だれを襲うかわかりません。家族そ

ろって交通災害共済に加入しましょう。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
つ
ま
り
、
生
ま
れ
っ
き
の
「
性

差
」
は
そ
れ
ほ
ど
無
く
。
そ
れ
ぞ

れ
作
り
あ
げ
ら
れ
る
部
分
が
、

か
な
り
多
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
日
ご
ろ
何
げ
な
く

使
っ
て
い
る
「
男
の
子
で
し
ょ
」

「
女
の
子
の
く
せ
に
」
な
ど
の
言

葉
や
、
子
ど
も
に
与
え
る
オ
モ

チ
ャ
の
中
に
も
。
大
人
た
ち
が

「
性
差
」
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い

　
以
降
に
申
込
書
を
各
ご
家
庭

　
に
配
布
し
ま
す
。
町
内
令
自

　
治
会
な
ど
を
通
じ
て
の
申
し

　
込
み
は
、
1
0
月
3
1
日
ま
で
）

○
市
内
各
金
融
機
関
（
郵
便
局

る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
「
男
は
こ
う
だ
」
「
女
だ
か

ら
こ
れ
で
良
い
」
と
い
っ
た
基

準
で
子
ど
も
を
し
つ
け
る
こ
と

で
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
つ

ぷ
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

　
あ
な
た
の
家
庭
で
は
ど
う
で

す
か
。
こ
れ
か
ら
の
「
男
女
の

生
き
方
」
に
つ
い
て
、
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
。

　
　
は
除
く
）
の
窓
口
で
。

　
Ｏ
市
役
所
交
通
対
策
課
（
本
館

　
　
３
階
）
の
窓
口
で
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
刄
４
対
策
課
（
内

　
線
２
７
８
）
へ
。

　
な
お
、
現
在
加
人
中
の
人
に
つ

い
て
も
。
二
年
十
一
月
三
十
日
で

共
済
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。
ま

た
、
加
入
に
際
し
て
は
「
し
お
り
」

を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

国
勢
調
査

　
平
成
２
年
1
0
月
１
日
（
月
）

　
十
旦
日
叩
に
、
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
９
堕
諮
結
果
は
、
議
員
定

数
の
決
定
や
地
方
交
付
税
の
配
分

を
は
じ
め
、
福
祉
・
雇
用
・
住
宅

対
策
な
ど
。
国
や
都
道
府
県
・
市

町
村
の
行
政
に
利
用
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

個
人
や
家
庭
の
秘
密
を
固
く
守
る

な
ど
。
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
の

で
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
は
。
今
回
の
調
査

を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
や
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
「
平
成
二
年
国
勢
調
査
宇
治
市

実
施
本
部
（
本
部
長
・
中
野
匪
爾

宇
治
市
助
役
）
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　　男の子・女の子に対する教育方針(国際比較)

　あなたは、子どものしつけについて、男女の役割を考えて、男の

子は男らしく、女の子は女の子らしく、しつけた方が良いと思いま

すか。それとも、同じように、しつけた方が良いと思いますか。

共
に
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
　
す

（
青
少
年
婦
人
課
）

　　
「
ゆ
ず
り
た
い
も
の
Ｌ
　

し ｜ ．

「
ゆ
ず
つ
て
ほ
し
い
も
の
」

が
あ
れ
ば
、
今
す
ぐ
セ
ン

今
月
中
で
す

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー

タ
ー
（
市
役
所
自
治
振
興

課
内
・
内
線
３
８
５
）
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で

　
　
　
み
る
宇
治
市
」
刊
行

　
毎
年
、
小
・
中
学
生
向
け
に
刊

行
し
て
い
る
「
数
字
と
グ
ラ
フ

で
み
る
宇
治
市
」
の
平
成
二
年

版
が
で
き
ま
し
た
。
宇
治
市
の

様
子
を
。
統
計
数
字
を
使
っ
て

説
明
し
た
も
の
で
、
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
図
表
や
グ
ラ
フ
を

多
く
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の

学
習
や
自
由
研
究
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
市
役
所
玄
関
案
内
や

企
画
課
（
本
館
三
階
）
で
、
無
料

で
お
渡
し
し
ま
す
。
（
企
画
課
）

　
夏
休
み
な
ん
で
も

　
　
　
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
中
央
図
書
館
で
は
、
主
に
小
・

中
学
生
を
対
象
に
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
。
夏
休
み
の
宿
題
・

自
由
研
究
・
読
書
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
な
ん
で
も
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
1
日
脚
ム

問
い
合
わ
せ
：
・
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
３
６
０
）

基
本
健
康
診
査
・
実
施
中

子
宮
が
ん
検
診
・
受
付
中

　
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

　
「
半
日
人
間
ド
ッ
ク
」
の
健
診
料

補
助
事
業
を
実
施
。
申
し
込
み
受

け
付
け
中
で
す
。
健
診
料
の
三
割

日
吻
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
図
書
館
開
架

室
▼
問
い
合
わ
せ
…
中
央
図
書

館
(
H
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
中
央
図
書
館

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
２
２
日
出
、
午

後
３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：

中
央
図
書
館
集
会
室
（
お
は
な

し
の
へ
や
）
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
よ
み
き
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
：
５
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年

（
入
場
は
子
ど
も
だ
け
）
▼
参
加

費
…
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
中

央
図
書
館
（
言
？
1
5
1
1
）

へ
。
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

は
自
己
負
担
、
残
り
は
国
民
健
康

保
険
が
補
助
し
ま
す
。
健
診
で
成

人
病
の
早
期
発
兄
と
、
自
己
の
健

康
管
理
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
…
健
診
時
に
次
の
項
目
す

　
べ
て
に
該
当
す
る
人
①
宇
治
市

　
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て
１

　
年
以
上
加
入
②
4
0
歳
以
上
6
5
歳

　
未
満
③
妊
娠
や
入
院
を
し
て
い

　
な
い
④
平
成
元
年
り
月
～
Ｚ
年

　
３
‥
月
に
こ
の
制
度
を
利
川
し
て

　
い
な
い
。

▽
定
員
・
：
３
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
健
診
実
施
日
・
‐
・
1
0
月
１
日
叩
～

　
３
年
３
月
3
0
日
出
（
日
・
祝
日
。

　
年
末
年
始
を
除
く
）

▽
臼
己
負
担
額
…
男
性
＝
１
万
１

　
７
４
０
円
、
女
性
＝
１
万
２
６

　
７
０
円

▽
健
診
医
療
機
関
…
京
都
第
一
赤

　
十
字
病
院

▽
申
し
込
み
・
：
国
民
健
康
保
険
証

　
と
印
鑑
を
持
っ
て
国
民
健
康
保

　
険
課
へ
。
電
話
で
は
受
け
付
け

　
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
国
民
健
康
保
険

　
課
（
内
線
２
９
６
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
…
８
月
２
９
日
出
、
午

前
1
0
時
～
1
0
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
・
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
▼

参
加
費
…
無
料
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
H
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
。

　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

・ベートーヴェン

　　交響曲第５番｢運命｣

■モーツァルト

　　ピアノ協奏曲第23番K.488

　　交響曲第35番｢ハフナー｣

■スッペ

　　｢軽騎兵｣序曲

東京フィルハーモニー交響楽団演奏会

10月17日（水）午後６時半開演（６時開場）　文化センター大ホール

市文化センター／市観光協会(観光案内所)／松下時計店

(伊勢田センター前)／フィーリングショップあらき(近鉄

大久保駅東)／小山瑞泉堂(西宇治高校正門西)／うさぎ

堂(近鉄小倉駅前)／あたり屋(横島紫ケ丘団地12筋)／黄

桑薬局(宇治小学校西)／ジンノ書店(京阪木幡駅西)／手

芸とカメラのマツモト(御蔵山商店街中央)／宇治書店(宇

治橋通り商店街)／西小倉コミュニティセンター／富士

書房(近鉄久津川駅前)

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

前売券発売中　全席指定(当日各５００円増)

　　Ｓ席３,８００円　Ａ席３,０００円　Ｂ席２,０００円

　　　10人以上の団体は電話予約できます(文化センターのみ)

　　　乳幼児の同伴はご遠慮ください

　　　　問い合わせ：(財)宇治市文化センター　a(20)21

1

1

,り■

指　揮
円光寺雅彦

1150

国民健康保険
半日人間ドック
　健診料補助事業

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

９
月
１
日
か
ら
受
け
付
け

こどものお知らせ

男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん

か



1990年（平成２年）８月21日発行　第891号
(3)

　
市
で
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
に
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬
老

祝
金
五
千
円
を
支
給
し
て
い
ま
す

　
〈
受
給
の
要
件
〉

　
受
給
資
格
と
し
て
、
次
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
大
正
９
年
９
月
1
6
日
以
前
に
生

　
ま
れ
た
人
（
今
年
９
月
1
5
日
現

　
在
満
７
０
歳
以
上
の
人
）
。

◇
今
年
の
１
月
１
日
か
ら
８
月
3
1

　
日
ま
で
、
引
き
続
き
宇
治
市
に

　
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

　
し
て
い
る
人
。

〈
受
給
の
方
法
〉

　
支
給
対
象
者
に
は
、
八
月
末
ま

で
に
、
敬
老
祝
金
支
給
案
内
の
は

が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。
そ
の
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

必
ず
押
印
し
て
支
給
会
場
（
下
表

の
と
お
り
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
は
が
き
を
忘
れ
た
り
、
押
印
の

な
い
場
合
は
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
域
の
支
給
会
場
へ
来

ら
れ
な
い
人
は
、
九
月
十
一
日
㈹

か
ら
十
一
月
三
十
日
吻
ま
で
に
、

案
内
の
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
押
印
し
た
う
え
、
高
齢
者

福
祉
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
高
齢
者
福
祉
課
高

齢
者
福
祉
係
（
内
線
３
３
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
参
加
費
は
無
料
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
市
民

体
育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
電
話
で
。

〈
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
９
月
６
日
ｓ
か
ら
２
７

日
困
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
全

６
回
、
午
後
７
時
Ｉ
９
時
▼
と
こ

ろ
…
北
小
倉
小
学
校
▼
対
象
・
：
小

学
生
（
４
年
生
以
上
）
と
そ
の
親
▼

定
員
・
：
2
0
組
（
先
着
順
「

　
牛
乳
ハ
ヅ
グ
が
は
が
き
に
″
変
身
’

　
牛
乳
パ
ッ
ク
一
本
が
ら
三
枚
の
は
が
t
ｕ
ｔ
!
で
き
ま
す
。

身
近
な
事
柄
を
通
じ
て
、
地
球
の
緑
や
物
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
育
て
て
も
ら
弓
つ
と
開
か
れ
た
こ
の
教
室
、
真
’

夏
の
暑
さ
の
中
、
五
十
人
も
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
一

敬老祝金の支給日程表

支給日 支給時間 支給会場

９月

３日㈲

9 :30
　～　11:30

六地蔵公会堂

登り集会所

14:00
　　～　　16:00

南部福角集会所

西岡屋会館

４日(火)

9:30

　～　11:30

大和田公会堂

開公民分館

14:00

　　～　　16:00

木幡公民館

菟道集会所

５日出

9 :30

　～　11:30

宇治公民館
横島公民分館

　(■･･iftpi堤防iSく）

14:00

　　～　　16:00

城南荘集会所

三室戸集会所

６日困

9:30
　　～　　11:30

中ノ田集会所

西小倉集会所

14:00
　　～　　16:00

紫ヶ丘公民分館

（素ヶll団地sの通り>

小倉公民館

７日(勿

9 :30

　～　11:30

伊勢田公民分館

西大久保集会所

14:00
　　～　　16:00

旦椋公会堂

広野公民館

10日(月)

9 :30

　　～　　11:00

笠取南部集会所

白川集会所

14:00

　　～　　15:30

笠取集会所

喜　撰　会　館

〈
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
６
日
ｓ
か
ら
2
7

日
附
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
全

６
回
、
午
後
７
時
半
～
９
時
半
▼

と
こ
ろ
…
南
小
倉
小
学
校
▼
対
象

・
・
・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
佼

生
以
上
の
女
性
▼
定
貝
・
：
３
０
人

（
先
着
順
）
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
２
日
明
午
後

１
時
～
４
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
西
宇
治
運
動
公
園
多
目
的
広

場
▼
内
容
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

ダ
ブ
リ
ン
、
ペ
タ
ン
ク
、
輪
投
げ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ー
ザ
ー
ゲ
ー
ム
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ｋ
■
＾
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
、
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
▼

参
加
費
・
：
無
料
。
（
市
民
体
育
課
）

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

1／｜

　7

”－／

夏休みこと

も消費者教

室
　７月26日

棋島ふれあいセンター

　７月27日

伊勢田ふれあいセンター

カメラルポ

で
は
、
左
表
の
講
座
を
受
け
付
け

ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
。
同
セ
ン
タ
ー
(
H
4
6
・
０
６
８

OA講座の日程・内容

講座名 期　問 曜日 時　問 回数 定貝 ■531料

／ぐソコン　(MS-DOS) 9/12-10/6水･土 18:30～21:00 回
６

　人
20 　　円7.200

パソコン

(ロータスi-2-3na)
9/16～10/28 日 13:00～15:30６ 20 7,200

ワープロ(中級) 9/8～10/13 水･土 18:30-21:00 ８ 10 9,600

ワープロ 9/10-10/1n･木18:30-21:00 ６ 10 7,200

８
）
へ
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
料
理
教
室

　
若
さ
と
美
し
さ
を
い
つ
ま
で
も

保
つ
た
め
に
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
ご
は
ん
料
理
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
…
９
月
1
2
日
團
、
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
…

小
倉
公
民
館
▼
内
容
…
料
理
実
習

（
ラ
イ
ス
呉
ン
ケ
ー
キ
、
魚
の
ヨ

ー
グ
ル
ト
カ
レ
ー
焼
き
、
デ
ザ
ー

ト
な
ど
）
。
健
康
と
食
生
活
に
つ

い
て
の
話
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
で

6
0
歳
未
満
の
人
▼
定
員
…
2
5
人

（
先
着
順
）
▼
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
▼

申
し
込
み
・
：
小
倉
公
民
館
（
－
‘
２
２
・

４
６
８
７
）
へ
電
話
か
直
接
来
館

で

　Ｏ

｜

－

省
資
源
・
省
エ
ネ

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募
集

　
「
も
の
を
大
切
に
し
、
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
を
合
理
的
に
使
用
す

る
心
」
を
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　
▼
応
募
資
格
・
：
①
ポ
ス
タ
よ
Ｉ

部
―
府
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中

学
生
②
標
語
の
部
Ｌ
府
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
▼
作
品
の
規
格

…
①
ポ
ス
タ
ー
四
部
＝
Ｂ
２
画
用

紙
以
内
心
大
き
さ
②
標
語
＝
は
が

き
か
は
が
き
大
の
用
紙
に
１
人
３

件
以
内
▼
締
め
切
り
…
1
0
月
3
1
日

南
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
応
募
方

法
・
・
・
京
都
府
商
工
部
消
費
生
活
課

　
（
〒
6
0
2
京
都
市
上
京
区
下
立
売
通

お買物の

めやす　

消費者物

価２０（

8月分）

　この公表価格は、８月初めに実施したm費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)

品　目 規　　　格 平均
価格

価格状況
最鳥
価格

最低
価格対削月比 討*l年比

灯　　油
18e店頭

80/･j 0.1 ^肖 8ぜ' esぶ

i8r配達 847 A 0.2 20.5937 670

ガソリンレギュラー1≪現金
売り 125 ０ 1.6 130 112

ティッシュ

　ペー／｛－

400枚入r栢

(クリネックス･ｽｺｯﾃｲ) 137 1.5▲4.2 204 93

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cniX20m 218 ▲3.1 :.9 246 148

アルミ
　　ホイル 2恥ｍｘ８ｍ 171 ０▲1.2 194 131

シャンプー 液体ポリ容器22OCC
花王エッセンシャル 298 ０ - 299 288

ikiS用
　粉石けん 2.4kg 826 4.6 5.9 979 670

牛　　肉
すき焼用
中程度100 K 431▲0.5▲0.2 616 258

塩さけ 切身100g 322▲3.3 ▲16.8 513 204

バレイショ 男爵lOOg 『 ▲3.6 28.6 41 15

キャベツ中玉約Ug 259 7,0 82.4401 103

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
l溜 172 1.8 8.9194 138

食用油
日清サラダ油
ポ'J容器lOOOg 481 A 2.4 3.0564 306

しよう油キッコ―マンma
ポリ容器入1( 265 1.1 3.9 368 204

砂　　糖上自Ug 244 ▲0.8 3.4 275 204

小麦粉 日清小麦粉フラワー
Ug (薄力粉) 200 ０ 3.1 245 163

インスタント
　コーヒー ネスカフェエクセラ

瓶入150 b 832 ▲1.0▲ 2.8 894 693

み　　そタヶヤミソUg 348Ａ 1.1 ▲1.7 379 276

食／ぐン
普通品1斤
(スライスしたもの) 169 0,6 0.6 185 141

it it代 ワイシャツ
白の長そで 170▲1.2 3.0 206 124

新
町
西
入
藪
ノ
内
町
、
豊
０
７
１
ｎ
>

４
１
４
・
４
８
６
８
）
へ
。
郵
送
か

持
参
で
。
　
　
（
自
治
振
興
課
）

　
那
須
正
幹
さ
ん

　
講
演
会

　
「
ズ
ッ
コ
ケ
」
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら

れ
る
児
童
文
学
作
家
・
那
須
正
幹

さ
ん
２

　
▼
と
き
・
：
８
月
２
７
日
興
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
産
業
会

館
▼
参
加
費
…
５
０
０
円
▼
申
し

込
み
…
当
日
直
接
会
場
へ
▼
筒
い

合
わ
せ
・
：
竹
村
康
子
さ
ん
（
a
2
1
・

２
９
６
０
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

楽ふふ
る
さ
と
遊
び
を

楽
し
む
日

　
自
然
の
材
料
で
、
木
工
教
室
や

竹
馬
・
水
鉄
砲
・
竹
と
ん
ぼ
・
紙
ひ

こ
う
き
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
２
４
日
ｉ
-
２
５
日

出
、
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
山
城
総
合
運
動
公
園
（
太

陽
が
丘
）
体
育
館
▼
参
加
費
…
木

工
教
室
ａ
１
０
０
０
円
、
他
は
材

料
費
程
度
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直

接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
公

園
管
理
事
務
所
a
2
1
・
1
3
1
3
）

へ
。
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

歴史資料館
特別展
記念講演会

８月25日出午後２時

文化センター

　　　　小ホール

入場無料
▲印は減

－マ
－
ア

「
仏
教
美
術
史
上
に
・
お
け
る
宇
治
」

　
　
　
　
奈
良
大
学
教
授
井
上
正
さ
ん

「
展
示
解
説
　
宇
治
の
文
化
財
」

　
　
　
　
　
坂
本
博
司
歴
史
資
料
館
館
員

▲円福寺の飼造釈迦誕生仏像･奈良時代
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福
祉
と
年
金
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
児
童
扶
養
手
当

　
認
定
請
求
・
現
況
届

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
父
と
生
活

を
共
に
で
き
な
い
児
童
の
母
、
ま

た
は
父
が
身
体
な
ど
に
重
度
障
害

の
あ
る
児
童
の
母
。
あ
る
い
は
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
対
し
て
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
の
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く

は
福
祉
年
金
課
母
子
児
童
福
祉
係

（
内
線
３
３
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
年
八
月
一
日

以
降
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

ら
五
年
を
過
ぎ
る
と
、
原
則
と
し

て
手
当
の
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
現
在
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
現
況
届
を
八
月
三
十

一
日
吻
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
の
な
い
場
合
は
支
給
で

き
ま
せ
ん
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
昭
定
請
求
・
所
得
状
況
届

　
目
や
耳
・
体
の
不
自
由
な
児
童
。

日
常
生
活
を
制
限
さ
れ
る
程
度
の

病
気
の
児
童
、
知
恵
遅
れ
や
情
緒

障
害
の
児
童
な
ど
を
、
家
庭
で
育

て
て
い
る
父
母
ま
た
は
父
母
に
代

わ
る
養
育
者
に
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
年
金
課

母
子
児
童
福
祉
係
（
内
線
３
３
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
八
月
三
十
一
日
吻
ま
で

に
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
の
な
い
場
合
は
支
給

で
き
ま
せ
ん
。
（
福
祉
年
金
課
）

　
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料

　
年
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
保
険

料
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万

一
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険

料
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ

う
。
お
問
い
合
わ
せ
は
福
祉
年
金

課
国
民
年
金
係
（
内
線
２
９
９
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
〈
肢
体
障
害
者
の
集
い
〉

　
重
度
肢
体
障
害
の
人
を
対
象
と

す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
ま
た
、
当
日
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
を
。

　
▼
と
き
…
９
月
５
日
團
、
午
前

９
時
出
発
、
午
後
５
時
解
散
（
い

ず
れ
も
総
合
福
祉
会
館
前
）
▼
行

き
先
・
：
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
▼

対
象
…
肢
体
障
害
１
級
・
２
級
の

人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼
参
加
費
・
：

２
０
０
０
円
（
障
害
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
共
）
、
入
場
料
・
昼
食
代
・
交

通
費
を
含
む
▼
持
ち
物
・
：
水
筒
、

障
害
者
は
身
障
手
帳
▼
定
員
…
障

害
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
２
０
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
…
８
月
２
８
日
㈹
ま
で
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
ｅ
？
3
-
５
６
５
０
）

へ
▼
そ
の
他
…
自
宅
か
ら
送
迎
が

必
要
な
人
は
、
申
し
込
み
時
に
お

申
し
出
を
。

　
〈
レ
ン
ズ
操
作
訓
練
〉

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
２
６
日
・
９
月
９

日
・
１
１
月
1
8
日
・
１
１
月
２
５
日
・
1
2
月

1
6
日
の
全
５
回
、
い
ず
れ
も
日
曜
日
、

午
後
１
時
半
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
で
弱
視
万
人
▼
指
導
…
京
都

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員
ほ
か
▼
内
容

…
弱
視
者
の
周
辺
を
巡
る
問
題
、

弱
視
用
補
装
具
・
日
常
生
活
用
具

に
つ
い
て
な
ど
▼
参
加
費
…
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
８

月
２
４
日
ｉ
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
（
琵
・
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

敬老祝い金を支給　

９月３日から市内２

４会場で

特
別
展
　
宇
治
の
文
化
財

9月9日まて



宇　i台　rU j女　だ　よ　り

　
全
国
植
樹
祭
は
、
毎
年
、
曲
国
土
緑
化
推
進
機
構
と
開
催
地
都
道
府
県
の
共
催
で

開
催
。
平
成
三
年
五
月
に
は
、
第
四
十
二
回
全
国
植
樹
祭
が
宇
治
市
広
野
町
八
軒
屋

谷
の
「
（
仮
称
）
植
樹
祭
の
森
」
で
開
か
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
約
一
万
五
千
人
を
迎
え

て
開
か
れ
る
こ
の
植
樹
祭
を
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
、

そ
の
成
功
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
に

　
府
で
は
、
第
四
十
二
回
全
国
植

樹
祭
に
．
左
記
の
大
会
テ
ー
マ
と

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ほ
か
．
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
「
京
都
み
ど

り
の
祭
典
」
の
愛
称
を
制
定
．
親

し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
植
樹
祭
へ
の

大
会
テ
ー
マ

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
進
め
る
一
方
、

次
の
開
催
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　
①
緑
と
人
間
の
共
生
と
い
う

地
球
的
な
視
点
に
立
ち
、
京
都
府

の
緑
の
問
題
を
認
識
・
理
解
し
、

緑
化
連
動
を
高
め
る
。

②
　
．
．
ト
．
世
紀
を
展
望
し
た
　
活
性
化
に
寄
ケ
す
る
．

樹
と
し
て
配
布
す
る
と
と
も
に
、

造
林
意
欲
の
増
進
に
寄
与
し
ま
す
。

　
〈
参
加
者
〉
中
央
招
待
者
や
地
方

緑
と
ア
ノ
ニ
テ
イ
豊
か
な
京
都
づ

く
り
を
目
指
し
、
緑
環
境
の
創
川

と
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

　
③
緑
と
伝
統
を
生
か
し
な
″

、
、
輦
。
鸞
否
に
談
・
植
樹
祭
行
事

緑
で
う
め
た
い
　
地
球
の
未
来

　
（
大
会
テ
ー
マ
の
趣
旨
）
地
球
の
緑
が
危
機
に
ひ
ん
し
て

い
る
今
、
緑
と
人
闘
の
共
生
と
い
う
視
点
か
ら
。
私
た
ち

す
べ
て
の
参
加
に
よ
る
新
た
な
緑
化
連
動
を
展
州
し
、
末

末
の
地
球
を
縁
で
う
め
、
次
の
世
化
に
引
き
騏
い
で
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
趣
旨
）
未
末
へ
輝
く
太
陽
、
緑
の

地
球
、
そ
れ
を
両
≫
ｉ
-
で
支
え
る
入
間
と
そ
の
ひ
ろ
が
り
の

輪
を
。
の
び
や
か
に
表
呪
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
五
月
に
長
崎
県
国
見
町
で
行

わ
れ
た
、
第
四
十
一
回
全
国
植
樹
祭

の
会
場
風
景
（
写
真
上
）
と
参
加
者

に
よ
る
記
念
植
樹
（
写
真
左
）
。
宇
治

市
で
行
わ
れ
る
第
四
十
二
回
全
国
植

樹
祭
「
京
都
み
ど
り
の
祭
典
」
に
も
、

全
国
か
ら
約
一
万
五
千
人
が
会
場
に

集
ま
り
ま
す
。

べ
開
催
期
日
〉
平
成
。
。
。
年
五
月
。

詳
し
く
は
、
今
年
八
日
Ｉ
旬
に
決

定
。

　
〈
開
催
場
所
〉
広
野
町
八
軒
屋
谷
。

「
（
仮
称
）
植
樹
祭
の
森
」
。
雨
天
の

場
合
は
、
太
陽
が
丘
体
育
館
。

　
《
植
樹
と
播
種
〉
天
皇
・
皇
后
両

陛
ド
に
よ
る
お
手
植
え
・
お
手
ま

き
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
記
念

植
樹
・
代
表
に
よ
る
記
念
播
種
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た

苗
木
は
、
市
町
村
・
学
校
・
福
祉

施
設
な
ど
の
公
共
施
設
の
記
念
植

加
を
募
る
ｆ
定
。

記
念
行
事

　
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
緑
へ
の

認
識
と
理
解
を
深
め
、
全
国
植
樹

祭
回

り
Ｌ
が
る
よ
う
に
、
開
催
を
予
定
。

　
★
全
国
林
業
後
継
者
大
会

　
★
緑
心
少
年
団
京
都
府
の
集
い

　
★
府
民
緑
の
集
い

　
★
緑
と
文
化
展
　
な
ど

プ
レ
植
樹
祭

市
と
市
実
行
委
員
会
で
は
、
今

- ¶ － ＝ ＝ ＝ ｋ ¶ - －

ト
整
備
が
進
む
広
野
町
八

　
軒
屋
谷
の
植
樹
祭
会
場

年
度
。
緑
化
と
全
国
植
樹
祭
の
啓

発
？

し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
▼
と
き
…
‥
‥
‥
一
月
‥
‥
‥
一
日
聞
▼
と
こ

ろ
…
文
化
セ
ン
タ
ー
。

第42回全国植樹祭宇治市実行委員会が発足

市民総参加で植樹祭の成功を

　
第
四
十
二
回
全
国
植
樹
祭
を
「
歴
史

と
文
化
の
薫
る
宇
治
」
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
し
よ
う
と
、
七
月
二
十
八
日
、

産
業
会
館
で
、
宇
治
市
実
行
委
員
会
の

設
立
会
議
と
第
一
回
総
会
を
開
催
。
同

委
員
会
は
、
市
内
の
関
係
機
関
・
団
体

な
ど
の
代
表
や
議
会
・
行
政
関
係
者
な

ど
百
六
人
で
構
成
さ
れ
、
会
長
に
は
池

本
正
夫
宇
治
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
、

ま
た
、
平
成
二
年
度
の
活
動
の
基
本
方

針
や
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
。
市
民
総

参
加
に
よ
る
成
功
に
向
け
て
、
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
、

　
設
立
会
議
に
は
「
全
国
植
樹
祭

の
成
功
と
そ
れ
を
契
機
と
し
た
宇

治
市
の
一
層
の
発
展
を
念
願
し
て

　
『
第
四
ト
ニ
回
全
国
植
樹
祭
宇
治

市
実
行
委
員
会
』
の
設
立
を
提
唱
」

し
た
設
立
発
起
人
会
（
池
本
正
夫

宇
治
市
長
、
加
藤
吉
辰
宇
治
市
議

会
議
長
、
堀
井
信
夫
宇
治
商
工
会

議
所
会
頭
、
中
川
恵
次
宇
治
市
森

林
組
合
組
合
長
、
前
川
桂
子
宇
治

市
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会
長
の
五

人
で
構
成
）
の
呼
び
掛
け
で
、
約

七
十
団
体
か
ら
約
む
人
が
出
席
。

　
「
第
四
ト
に
回
全
国
植
樹
祭
宇
治

市
実
行
委
員
会
」
の
設
立
や
同
委

員
会
の
会
則
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
会
長
に
池
杢
正
夫
宇
治
市
長

が
就
任
し
た
ほ
か
、
九
十
一
人
心

▲設立総会であいさつをする池本市長

委
員
、
四
人
の
顧
問
、
八
人
の
参

与
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

宇
治
市
を
全
国
に

紹
介
す
る
好
機

　
続
い
て
開
か
れ
た
同
委
員
会
総

会
で
は
、
設
立
発
起
人
の
加
藤
吉

辰
・
堀
井
信
夫
・
中
川
恵
次
・
前

川
桂
子
の
皆
さ
ん
と
石
井
常
夫
宇

治
市
助
役
の
五
人
を
副
会
長
に
選

任
。
十
六
人
の
常
任
委
員
と
二
人

の
監
事
も
選
任
・
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
次
に
「
第
四
十
二
回
全
国
植
樹

祭
を
、
市
民
の
英
知
と
力
を
結
集

し
、
市
民
総
参
加
の
も
と
に
「
歴

史
と
文
化
の
薫
る
宇
治
」
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
に
し
、
併
せ
て
、
市

民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

『
宇
治
市
』
を
全
国
に
紹
介
す
る
好

機
と
と
ら
え
、
開
催
を
契
機
に
、

輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
を
展
望
し

つ
つ
、
夢
と
口
マ
ン
の
あ
る
『
緑

豊
か
な
、
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
人
間
都
市
、
宇
治
』
を
実

現
す
る
」
と
の
平
成
二
年
度
の
基

本
方
針
を
決
定
。

　
ま
た
「
植
樹
祭
及
び
緑
化
の
啓

発
並
び
に
市
民
運
動
の
推
進
」
や

　
「
プ
レ
植
樹
祭
の
開
催
（
十
一
月

大
口
㈲
）
」
「
9
1
宇
治
花
と

緑
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
年
四
月

二
十
九
日
、
み
ど
り
の
日
」
の
開

催
準
備
」
な
ど
の
事
業
計
画
や
ｆ

算
な
ど
も
決
定
し
ま
し
た
。

1152

国
土
緑
化
を
目
指
す

　
　
　
全
国
植
樹
祭

全
国
で
順
次
開
催

　
全
国
植
樹
祭
は
、
戦
争
で
荒
廃

し
た
森
林
の
復
興
を
目
指
し
、
昭

和
こ
衡
一
年
、
「
森
林
愛
護
連
盟
」

が
結
成
さ
れ
、
同
年
、
東
京
都
で
。

皇
太
子
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
で

記
念
植
樹
を
実
施
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
二
十
三
年
、

に
も
參
累
都
で
Ｊ
一
ト
四
年
に
は

神
奈
川
県
で
五
天
皇
・
皇
后
両
陛

ド
の
ご
臨
席
？

を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
昭
和
こ
十
五
年
．
咄
国
ｈ
緑
化

推
進
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
国
Ｌ

緑
化
運
動
の
中
心
的
行
事
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
記
念
植
樹
を
引
き
継

ぎ
、
山
梨
県
で
．
第
．
回
「
植
樹

行
事
及
び
国
Ｌ
緑
化
人
会
」
を
開

催
（
昭
和
四
十
丘
年
に
「
令
国
植

樹
祭
」
に
名
称
変
咆
）
．
以
後
、
＆

都
道
府
県
で
順
次
開
催
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
（
推
進
委
貫

会
も
、
昭
和
六
ト
．
こ
年
、
㈹
国
Ｌ

緑
化
推
進
機
構
に
組
織
変
担
．

大
会
テ
ー
マ
の

移
り
変
わ
り

　
全
国
植
樹
祭
と
緑
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
は
、
現
在
ま
で
に
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
第
一

回
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る
人
会
テ

ー
マ
の
移
り
変
わ
り
で
兄
て
み
ま

し
ょ
う
（
ド
に
京
都
府
の
近
隣
県

の
場
合
）
。

　
砧
和
二
十
年
竹
Ｋ
に
、
荒
廃

地
の
復
興
の
た
め
の
造
林
が
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。
山
梨
県
で
の
第

。
川
（
昭
和
し
１
　
ｈ
年
）
は
「
荒
廃

地
造
林
」
、
兵
庫
県
で
の
第
丘
川

（
昭
和
。
。
ト
に
几
年
）
は
「
せ
き
悪
林

地
（
経
済
的
に
成
り
た
た
な
い
や

せ
た
林
地
）
改
良
」
で
し
た
。

　
硲
和
ご
～
年
代
～
四
十
年
代
前

方
積
雪
・
寒
波
な
ど
、
地
域
の

特
性
の
中
で
の
拡
大
造
林
心
テ
ー

マ
が
多
く
、
福
井
県
で
の
第
十
三

回
（
昭
和
三
１
　
Ｌ
年
）
は
「
湿
雪
地

帯
の
拡
大
造
林
と
森
林
生
産
力
の

増
大
」
で
し
た
。

　
｛
昭
和
四
４
　
年
代
後
半
以
呼
緑

豊
か
な
環
境
づ
く
り
な
ど
、
環
境

緑
化
の
方
向
や
、
自
然
と
産
業
の

調
和
の
方
向
の
テ
ー
マ
が
多
く
、

滋
賀
県
で
の
第
二
土
ハ
回
（
昭
和

五
十
年
）
は
「
水
と
緑
心
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
、
余
良
県
で
の
第
三
ト

こ
回
（
昭
和
丘
士
（
年
）
は
「
文

化
の
遺
産
を
緑
で
守
る
都
市
づ
く

リ
」
。
人
阪
府
で
の
第
二
ト
ヒ
回

（
昭
和
六
ト
。
年
）
は
「
都
市
の
未

米
を
緑
に
託
し
て
」
で
し
た
。

全国植樹祭を宇治市で開催

平成３年５月・全国からのお客様を迎えて

主
な
行
事
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